
か
な
り
墨
書
が
剣
落
し
て
お
り
、
「
空
空
空
□
」

の
四
文
字
に
部
分
的
に
墨

が
残
る
の
み
で
あ
る
。
木
簡
は
右
上
の
一
部
を
欠
く
が
、
四
周
に
切
削
痕
を
残

し
、
ほ
ぼ
完
存
に
近
い
。
右
下
隅
に
四
剛
×
三
硼
の
柄
穴
状
の
小
孔
が
穿
た
れ
、

内
部
に
木
片
を
残
す
。
習
書
木
筒
と
思
わ
れ
る
。
釈
文
に
つ
い
て
は
岸
俊
男
先

生
の
御
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（関
川
尚
功
）

あ

い
つ
ぐ
墨
書
土
器

の
出
土

―
―
静
岡
県
坂
尻
遺
跡
―
―

静
岡
県
袋
井
市
に
あ
る
坂
尻
遺
跡
で
は
国
道

一
号
線
袋
井
バ
イ
パ
ス
の

建
設
工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
、　
一
九
八
〇
年

一
二
月
か
ら
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
本
誌
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
木
簡
の
他
に
も
、
墨
書
土

器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
八
二
年
三
月
に
公
刊
さ
れ
た
同
遺
跡
の
発
掘

調
査
概
報
に
よ
る
と
二
〇
〇
点
余
を
こ
す
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

同
概
報
に
は
二
〇
〇
点
余
の
墨
書
土
器
の
釈
文
と
、
代
表
的
な
も
の
の
釈

文
と
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
墨
書
中
に
は

「
東
京
」
「
玉
郷
長
」
「駅
子
」

「
千
山
」
「竹
寸
家
」
等
が
み
え
る
。

・
文
献

『
昭
和
５６
年
度

一
般
国
道

一
号
袋
井
バ
イ
パ
ス

（袋
井
地
区
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
―
―
坂
尻
遺
跡
第
二
次
調
査
―
―
』

編
集
　
浜
松
市
中
沢
町

一
十

一　

袋
井
市
教
育
委
員
会

京
都
・
長
岡
京
跡
硼

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
十
相

調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
ｉ
七
月

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
荻
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
長
谷
川
浩

一

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
時
代
　
八
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
二
年
度
に
長
岡
宮

。
京
跡
で
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
六
件

あ

り

（宮
域
一
件
、
左
京
二
件
、
右
京
三
件
）、
そ
の
発
掘
は
四
機
関
に
わ
た
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
向
日
市
教
育
委
員

会
が
担
当
し
た
左
京
第
八
九
次

調
査
の
報
告
で
あ
る
。

調
査
地
は
東
二
坊
大
路
と
南

一
条
条
間
大
路
の
交
差
点
に
あ

た
る
。
主
な
検
出
遺
構
に
は
東

二
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一
と
溝
内
の
堰
Ｓ
Ｘ
八
九
〇
五
、

南

一
条
条
間
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

654321

(京都西南部)



1982年出上の木簡

八
九
〇
三
と
こ
れ
に
架
か
る
橋
Ｓ
Ｘ
八
九
〇
六
、
同
溝
に
並
行
す
る
溝
Ｓ
Ｄ
八

九
〇
二
な
ど
が
あ
る
。

木
筒
は
東
二
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一
か
ら
三
〇
点
、
南

一
条
条
間
大

路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇
三
か
ら
五
点
の
計
三
五
点
が
出
土
し
た
。

東
二
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一
は
、
幅

一
・
五
ｍ
、
深
さ
Ｏ

・
四
ｍ
の

素
掘
り
の
溝
で
、
九
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
溝
の
埋
土
は
上

。
下
三
層
に
分
か

れ
、
下
層
は
砂
質
の
堆
積
土
、
上
層
は
粘
土
質
の
埋
立
て
た
上
で
あ
り
、
掘
削

当
初
は
緩
や
か
に
南
流
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
下
層
か
ら
延
暦
九
年

（七

九
〇
）
、
下
層
上
面
か
ら
は
同

一
〇
年
（七
九
５

の
紀
年
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し

て
お
り
、
下
層
の
下
限
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
上
層
が
埋
め
ら
れ
た

の
は
廃

都

（延
暦
一
三
年
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

南

一
条
条
間
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇
三
は
、
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一
に
直
交
し
て

東
流
す
る
幅
二
ｍ
以
上
、
深
さ
○

。
四
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
、
調
査
地
の
北
端

で
一
八
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
や
は
り
上

。
下
二
層
に
分
か
れ
、
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一

と
ほ
ば
同
時
期
に
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南

一
条
条
間
大
路
南
側
濤
は
、

一
九
七
七
年
の
左
京
第

一
四
次
調
査
に
お
い
て
、
約
二
〇
〇
ｍ
西
の
南

一
条
二

坊
六
町
域
で
す
で
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、
木
簡
や

「厨
」
等
の
墨
書
土
器
が
出

上
し
て
い
る
。

遺
物
は
両
溝
の
合
流
点
の
堰
Ｓ
Ｘ
八
九
〇
五
と
橋
Ｓ
Ｘ
八
九
〇
六
付
近
に
や

や
集
中
し
て
出
土
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
外
は
、
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一
の
上

。
下
層

と
Ｓ
Ｄ
八
九
〇
三
の
下
層
全
域
に
わ
た
っ
て
出
土
し
た
。
特
徴
的
な
遺
物
と
し

て
は
、
Ｓ
Ｄ
八
九
〇
三
で
一
括
出
上
し
た
人
形

・
斎
串

・
墨
書
人
面
土
器

。
土

馬
お
よ
び
櫛
の
祭
祀
用
品
が
あ
り
、
大
路
側
溝
で
の
祭
祀
の
あ
り
方
を
考
察
で

き
る
好
例
の
一
つ
と
な
っ
た
。
他
に
大
量
の
上
師
器
、
須
恵
器
、
墨
書
土
器
、

瓦
片
、
曲
物
、
箸
、
銭

（和
同
開
弥
・
神
功
開
資
）
な
ど
が
あ
る
。

平
安
京
で
は
官
の
東
辺
は
諸
司
厨
町
が
お
か
れ
た

一
帯
で
、
長
岡
京
に
お
い

て
も
調
査
地
周
辺
に
は
諸
司
厨
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
調
査
の
出
土
木
簡
は
、

「
位
田
斗
墾
田
」

の
題
簸
を
は
じ
め
、
下
級
官
人

北 京 極 大 路

一 条 大 路

南一条条間大路

南 一 条 大 路

二 条 大 路

三 条 大 路

四 条 大 路

五 条 大 路

六 条 大 路

七 条 大 路

八 条 大 路

九 条 大 路

卿卿『

東
四
坊
大
路

束
三
坊
大
路

束
二
坊
大
路

束

一
坊
大
路

朱

雀

大

路

西

一
妨
大
路

西
二
坊
大
路

西
三
坊
大
路

西
四
坊
大
路

長岡京木簡出土地点図



の
歴
名
や
付
札
な
ど
幅
広
い
内
容
を
摩
く
ん
で
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
付
近
に

公
的
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
特
定
官
司
と
の
つ

な
が
り
を
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

東
二
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇

一

①
　
∴
□
□
□〔即
酔
馳
駈
使
四
人

〔官
力
〕

名
行
右
史
生
回

『
雅
万
呂
』

□
□
□
　
　
　
　
　
（目
∀
（じ

益

ｏ‘

②　・「　　×〔四ヵゴ軍

一日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞∞）
Ｘ
（μ枷）
〉〈∞　　〇∞四

（刻
線
）

大
宅
朝
臣
廣
成

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巨
ｙ
（こ
溢

ｏ驚

「□
□
□
古
麻
呂
　
倭
文
諸
世
　
幸
鍛
治
堅
万
呂

（］］∞）×
（］〇）×
（μ）　
ＯΦμ

「
秦
人
足
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ聟
や巽
ヽ
晏

。
　

　

　

　

『
□
□
』
牟
義
白
万
呂

□

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
相
口
□

『
□
□
　
日
国
』
　
　
　
川
瀬
日
回
　
　
　
（吾
Ｙ
ｅ
ｙ
∞
目

⑦
　
。「□
□
□
□〔圧
艇
陽
酢
一祀五
斗
『口
日
日
ロ
ヒ

〔延
暦
力
〕

名
□
□
九
年
十
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
」

μｏ聟
い貿
枷
目

〔米
　
伍
斗
と

①
　
・
＜
戸
主
別
公
浄
道
戸
大
伴
嶋
公
正
□

『
□
□
趾
臥
別
秋
ロ
ヒ

・
＜
　
『□

隅

□
　
　
延

暦
　
十
年
□
月
□
日
』
　

　

」

（μヽ
中）Ｘ
μ伽
×
い　　Ｏω∞

ω
　
　
×
□
五
戸
三
野
部
黒
万
呂
＜
　
　
　
　
　
　
べ重
ｙ
］算
ヽ
ｏ毬

⑩

　

「＜
錦
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜聟
ド
ヽ

ｏ解

⑪

　

「
＜
吉

一
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

アヽ
‘
益

ｏ駕

⑭

　

「
物
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藪
∀
Ｃ
）ふ

自
Φ

①
　
・
「
位
田
弄
墾
田

名

位

田
弄

墾

田
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

恙
聟

∞

曇

側
　

　

鮨

即

評

練

□

□

□
　

　

　

　

　

紀

　

　

　

（霞

ゞ

μ驚

導

自
Φ

南

一
条
条
間
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
九
〇
三

ω
　

「＜
隠
伎
国
周
吉
郡
奄
可
郷
崚
王
部
益
×
　

（ｇ
Ｙ
中マ
∞
ｏ毬

⑩
　
。
「斜

一
斗
五
升

一
伊
勢
国
　
　
　
　
」

名
物
井
郡
郡
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μμマ
∞聟
∞
目

(6) (5) 14) (3)
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1982年出上の木簡

⑪
　

「＜
鰈
丸
謄
　
」

⑪
　

「大
豆
五
斗

勘

木
筒
の
内
容
分
類
で
は
、
文
書

・
歴
名

・
貢
進
物
付
札

・

・
題
簸

。
器
物
墨
書

（曲
物
）
・
削
屑
と
、
全
て
の
種
類
が
出
上
し
た
。

ω
は
文
書
の
断
片
で
、
駈
使
ら
の
食
料
に
関
す
る
も
の
か
。
右
史
生
は
太
政

官
右
弁
官
所
属
の
史
生
を
い
う
の
で
、
こ
の
木
簡
に
署
名
す
る
官
雅
万
呂
は
、

左
京
第

一
三
次
調
査
出
土
木
簡
中
の
推
定
太
政
官
史
生

「雅
万
呂
」
と
同
人
物

で
あ
ろ
う
。

「
行
…
…
」

と
あ
る
の
は
行

・
守
の
意
味
で
は
な
く
、
職
務
を
行

う
担
当
者
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
も
文
書
の
断
片
で
、
英
司
の
下
の
割
書
き
は
舎
人
で
あ
ろ
う
。

①
大
宅
朝
臣
庚
成
は
天
平
感
宝
元
年

（七
四
九
）
に
校
生
と
し
て
み
え

（『大

日
本
古
文
書
』
三
十
一一五
一Ｃ
、　
同
人
物
と
思
わ
れ
る
。

０
秦
人
足
は
天
平

一
一
年

（七
一一一九
）
の
写
経
司
の
校
生

Ｑ
同
』
七
十
一三

四
）

と
、
天
平
勝
宝
七
年

（七
五
五
）
の
摂
津
国
に
遣
わ
さ
れ
た
班
田
司
算
師

Ｑ
同
』

四
十
八
一σ

に
同
名
が
み
え
、　
特
に
後
者
は
年
代
か
ら
み
て
同
人
物
の
可
能
性

が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
算
師
と
い
う
経
歴
を
も
つ
人
物
の
存
在
は
、
延
暦

一
〇

年

（七
九
３

以
降
の
埋
上
で
あ
る
同
じ
上
層
の
近
接
地
か
ら
④
位
田
弄
墾
田
の

題
額
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
特
定
官
司
と
の
つ
な
が
り
を
探
る

上
で
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
題
簸
を
必
要
と
す
る
官
司
と
し

牌
て
は
、
通
例
、
民
部
省

・
京
職
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
京
域
か
ら

出
土
し
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
延
暦

一
〇
年
八
月
の
畿
内
互
田
使
の
任
命
に
伴

な
う
臨
時
的
施
設
が
近
辺
に
所
在
し
て
い
た
と
も
想
像
し
う
る
。
位
田
と
墾
田

が
併
記
さ
れ
る
理
由
は
吉
田
孝
氏
の
研
究
が
参
考
と
な
る

（「公
地
公
民
に
つ
い

て
」

『続
日
本
古
代
史
論
集
』
中
巻
所
収
）。

ｎ回

0                      10cm
常

木簡実測図

Φ
∞
Ｘ
μ
∞
×
頓
　
Φ
∞
中

（ω『）
×
μド
Ｘ
ヽ
　
ＯμΦ

物
品
付
札

・
習
書



⑤
は
戸
主
名
か
ら
書
き
始
め
る
正
米
の
荷
札
で
あ
る
。
貢
進
の
各
過
程
で
記

さ
れ
た
ら
し
く
三
筆
か
ら
成
り
、
税
を
京

へ
輸
す
人
を
指
す
と
思
わ
れ
る

「
上

人
」
の
記
載
が
あ
る
。

「
上
人
」

の
記
載
は
従
来
出
上
し
た
木
簡
で
は
越
前
国

か
ら
の
貢
進
物
付
札
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
別
氏
の
分
布
状
況
と
か
ら
、
越

前
国
か
ら
の
木
筒
と
み
て
お
き
た
い
。

①
の
五
戸
は
五
保

（養
老
戸
令
五
家
条
）
の
意
味
と
い
い
、
長
岡
京
で
は
初
出

で
あ
る
。

⑩
⑪
は
丁
寧
な
作
り
の
小
型
付
札
で
、
切
り
込
み
を

「
く
」
宇
型
で
は
な
く

「
コ
」

字
型
と
す
る
珍
し
い
特
徴
を
も
つ
。　
⑪
は
文
字
を
線
刻
し
て
お
り
、
用

途
は
不
男
で
あ
る
が
吉
祥
札
の

一
種
で
あ
ろ
う
か
。

⑫
は
木
札
に
物
忌
と
大
字
で
記
し
、
下
部
を
空
白
と
す
る
。
物
忌
札
と
す
る

と
早
期
の
例
と
な
る
。

（清
水
み
き
）

京
都
・
長
岡
京
跡
閉

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
神
足
三
丁
目
二
〇
二
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
六
月
ぞ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
崎
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（
八
世
紀
末
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
設
に
伴
い
、
長
岡
京
跡
右
京
第

一
〇
二
次

（
７
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
地
区
）
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
調
査
地
は
、
平
城
京
型
条

坊
復
元
で
は
、
右
京
六
条
二
坊

四
町
に
あ
た
る
。
こ
の
調
査
地

に
お
い
て
、
東
西
方
向
の
溝
二

本
が
検
出
さ
れ
た
。　
一
方
の
溝

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇
一０

は
、　
平
安

京
期
の
遺
物
を
出
上
し
、
他
方

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇

こ

は
、
　
長
岡

京
期
の
遺
物
を
出
土
し
た
。




